
　
「
平
成
１９
年
度
重
点
施
策
の
主
な
事

業
の
決
算
額
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
第

５
次
総
合
計
画
の
柱
に
沿
っ
て
、
康
生

地
区
拠
点
整
備
事
業
に
約
７９
億
５
千
万

円
や
児
童
手
当
支
給
事
業
約
２９
億
８
千

万
円
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
約
５９
億

７
千
万
円
、
動
物
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
に
約
４
億
８
千
万
円
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
建
設
に
約
１０
億
円
、
小
中
学

校
校
舎
等
整
備
に
約
１０
億
４
千
万
円
、

林
業
振
興
事
業
約
１
億
９
千
万
円
、
東

庁
舎
駐
車
場
建
設
事
業
約
１５
億
２
千
万

円
な
ど
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
次
に
、
「
新
た
に
制
定
さ
れ
た
財
政

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
狙
い
は
」
と

質
疑
が
あ
り
、
「
従
来
の
法
で
は
、
早

い
段
階
で
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
財

政
指
標
の
開
示
や
早
期
の
財
政
再
建
へ

の
是
正
機
能
が
な
く
、
普
通
会
計
の
み

で
再
建
団
体
か
判
断
さ
れ
、
財
政
再
建

債
の
発
行
や
国
庫
補
助
等
の
財
政
支
援

措
置
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
財
政
状
況
が
健
全
な

段
階
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
を

義
務
付
け
、
そ
の
比
率
に
応
じ
て
自
主

的
に
改
善
可
能
な
健
全
化
手
続
き
と
国

等
の
関
与
を
受
け
る
財
政
再
建
手
続
き

の
２
段
階
の
枠
組
み
を
設
け
た
こ
と
で

あ
る
」
と
答
え
た
。
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

 ◇
歳
入
 

・
市
税
 

「
個
人
市
民
税
の
普
通
徴
収
の
収
納
率

向
上
対
策
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
未
 

納
税
者
の
特
性
を
分
析
し
、
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
り
、
か
つ
一
定
金
額
以
下

の
未
納
者
を
対
象
と
し
た
特
別
催
告
を

行
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
対
象
者
に
も
電

話
催
告
や
訪
問
を
行
い
、
そ
の
後
も
納

付
連
絡
の
な
い
者
に
は
財
産
調
査
の
上
、

債
権
の
差
し
押
さ
え
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
給
与
所
得
者
で
も
普
通
徴
収
者
に

５ 
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総
括
質
疑
 

質
　
疑
 

決算特別委員会委員 
◎委員長　　○副委員長 

◎近藤　隆志　○米村　賢一 
　加藤　繁行　　鈴木　雅子 
　鈴木　雅登　　園山　康男 
　山崎　泰信　　山崎　憲伸 
　三宅　健司　　太田　俊昭 
　井手瀬　絹子　　畔柳　敏彦 
　鈴木　　豊　　清水　　勇 
　　野　克一　　岡崎　冨雄 
　野村　康治　　小野　政明 
　中根　勝美 
　　 
 

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
平
成
　
年
度

の
決
算
認
定
議
案
「
一
般
・
特
別
会
計
」
、

「
病
院
事
業
会
計
」
、
「
水
道
事
業
会

計
」
、
「
岡
崎
額
田
地
区
広
域
事
務
組

合
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
」
の
４
件
は
、

　
人
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
付
託
の
う
え
審
査
し
ま
し
た
。
 

 

一
般
会
計
 

平成19年度決算をどうみるか 

18年度決算額 

2,021,445 

1,402,679 

687,291 

4,111,415 

2,451,144 

1,704,405 

94,612 

2,189,390 

3,988,407 

10,550,966

伸び率 

2.3 

7.0 

3.2 

4.0 

17.7 

2.3 

11.6 

4.0 

3.4 

7.0

構成比 

18.3 

13.3 

6.3 

37.9 

25.6 

15.4 

0.9 

20.2 

36.5 

100.0

19年度決算額 

2,067,896 

1,500,565 

709,340 

4,277,801 

2,884,446 

1,742,848 

105,589 

2,276,343 

4,124,780 

11,287,027

科   　　目 

人件費 

扶助費 

公債費 

計（義務的経費） 

投資的経費 

物件費 

維持補修費 

その他 

計 

合　計 

19年度一般会計歳出決算額の構成 ［単位　万円、％］ 

18年度決算額 

6,191,396 

1,792,963 

7,984,359 

126,120 

725,252 

384,457 

574,250 

1,139,551 

2,949,629 

10,933,988

伸び率 

9.7 

17.8 

11.5 

▲ 22.6 

26.8 

21.5 

4.9 

▲ 34.5 

▲ 3.9 

7.4

構成比 

57.9  

18.0  

75.9  

0.8  

7.8  

4.0  

5.1  

6.4  

24.1  

100.0 

19年度決算額 

6,792,406 

2,111,480 

8,903,886 

97,603 

919,691 

467,118 

602,650 

746,839 

2,833,901 

11,737,787

科   　　目 

市税 

その他 

計（自主財源） 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

市債 

その他 

計（依存財源） 

合　計 

19年度一般会計歳入決算額の構成 ［単位　万円、％］ 

18億
3,02

3万円
 

17億
3,18

2万円
 

1,12
8億7

,027
万円
 

1,17
3億7

,787
万円 

（45
億76

0万円
） 

1,14
0億1

,900
万円 歳

出
決
算 

歳
入
決
算 

当
初
予
算 

補
正
予
算 

18年度からの繰越予算 

20年度への 
繰越財源 
6億1,204万円 

一般会計の決算収支状況 

38億
9,55

6万円
 

純
剰
余
金 

歳入歳出差引額 
45億760万円 

最終予算額 
1,175億8,105万円 

１９ 

１９ 



６ 

は
特
別
徴
収
の
案
内
チ
ラ
シ
を
配
る
と

と
も
に
、
特
別
徴
収
事
業
所
の
拡
大
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
答
え
た
。
 

◇
歳
出
 

・
総
務
費
 

　
「
ま
ち
バ
ス
の
利
用
状
況
は
。
特
に

今
年
３
月
に
岡
崎
げ
ん
き
館
ま
で
延
伸

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
う
変
わ

っ
た
か
を
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
平

成
１９
年
７
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
ま

ち
バ
ス
は
１９
年
度
に
６
万
３
１
８
３
人

が
利
用
し
た
。
開
始
当
初
は
月
５
千
か

ら
６
千
人
と
い
う
利
用
で
あ
っ
た
が
、

年
明
け
に
は
７
千
人
に
な
り
、
更
に
岡

崎
げ
ん
き
館
開
館
に
合
わ
せ
て
延
伸
し

た
結
果
、
利
用
者
は
１
万
人
を
超
え
た
。

同
施
設
の
利
用
と
相
ま
っ
て
、
中
心
市

街
地
内
の
拠
点
間
移
動
手
段
と
し
て
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

・
民
生
費
 

　
「
放
課
後
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
の
大

規
模
施
設
の
状
況
と
開
所
計
画
に
つ
い

て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
児
童
育

成
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
は
、
留
守
家

庭
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
年
々
増
加
し
、
 

２０
年
７
月
に
は
井
田
と
大
門
の
分
館
を

行
っ
た
が
、
２１
年
度
以
降
大
規
模
化
が

懸
念
さ
れ
る
施
設
が
５
館
あ
る
。
２２
年

度
よ
り
児
童
数
が
７１
人
以
上
の
大
規
模

施
設
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
金
が
交
付

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
留
守
家

庭
や
利
用
児
童
数
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

新
築
ま
た
は
既
存
施
設
の
利
用
な
ど
も

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
分
館
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

・
衛
生
費
 

　
「
動
物
総
合
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た

が
、
そ
の
機
能
と
、
人
と
動
物
の
よ
り

良
い
関
係
づ
く
り
の
効
果
が
市
民
に
実

感
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
」
と
質
疑
が
あ

り
、
「
保
健
所
の
動
物
愛
護
や
公
園
緑

地
課
の
東
公
園
動
物
園
、
環
境
部
の
野

生
動
物
保
護
及
び
農
務
課
の
畜
産
動
物

に
関
す
る
動
物
関
連
窓
口
を
一
元
化
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
た
。

ま
た
、
人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
快
適

な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
犬
・

猫
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
や
犬
の
し
つ
け

方
教
室
及
び
犬
・
猫
の
新
た
な
家
族
探

し
事
業
な
ど
を
展
開
し
、
多
数
の
来
園

者
に
好
評
を
得
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

・
労
働
費
 

　
「
雇
用
対
策
協
議
会
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
高

校
の
進
路
指
導
教
師
を
対
象
と
し
た
事

業
所
見
学
会
や
求
人
説
明
会
を
開
催
し

た
他
、
中
高
生
に
望
ま
し
い
職
業
観
及

び
就
労
意
識
の
形
成
を
図
る
た
め
、
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
学
校
に
派
遣

し
て
セ
ミ
ナ
ー
や
面
接
訓
練
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た
合

同
企
業
説
明
会
の
開
催
、
若
年
者
就
業

対
策
と
し
て
専
門
家
に
よ
る
個
人
相
談
・

職
業
適
性
診
断
・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
た
。
更
に
、
従
業
員
の
定
着

対
策
と
し
て
独
身
勤
労
者
の
男
女
を
対

象
と
し
た
出
会
い
の
場
の
提
供
や
労
務

担
当
者
研
修
会
、
ニ
ー
ト
支
援
者
研
修

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
た
」
と
答
え

た
。
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水道事業会計経営成績 

水

道

事

業

費

用 

60億3,271万円 

営業費用 
・原水及び浄水費 
　 20億9,709万円 
・配水及び給水費 
　 6億537万円 
・減価償却費 
　 17億5,092万円 
・その他 
　 10億1,403万円 

特別損失 
　432万円 

特別利益 
　45万円 

営業外費用 
・支払利息 
　 4億9,042万円 
・その他 

7,056万円 

19年度純利益 
9億5,074万円 

水

道

事

業

収

益 

69億8,345万円 

営業収益 
・給水収益 
　 65億4,319万円 
・その他営業収益 
　 2億6,409万円 
・その他 

179万円 

営業外収益 
・他会計負担金 
　 1億4,188万円 
・その他 

3,205万円 

病院事業会計経営成績 

病

院

事

業

費

用 

169億6,857万円 

医業費用 
・給与費 
　 74億7,416万円 
・材料費 
　 42億3,650万円 
・経費 
　 29億7,123万円 
・その他 
　 13億1,908万円 

特別損失 
　9,271万円 

特別利益 
　 1億6,750万円 

医業外費用 
　 8億7,489万円 

19年度純損失 
11億6,215万円 

病

院

事

業

収

益 

158億642万円 

医業収益 
・入院収益 
　101億2,356万円 
・外来収益 
　 34億4,177万円 
・その他 
　 4億4,228万円 

医業外収益 
・他会計負担金 
　 14億418万円 
・その他 
　 2億2,983万円 

（各会計損益計算書より） 



転作（大豆） 

バーチャルオンライン予約システム 

７ 
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特
別
会
計
 

企
業
会
計
 

・
農
林
業
費
 

　
「
水
田
農
業
合
理
化
対
策
事
業
に
つ

い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
こ
の

事
業
は
計
画
的
な
米
の
生
産
調
整
を
す

る
た
め
、
地
域
の
中
で
の
組
織
的
か
つ

集
団
的
転
作
の
啓
発
、
調
整
、
推
進
活

動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
、
２４
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
生
産
組
合
に
交
付
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
１９
年
度
転
作
面
積

は
９
７
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち

６
６
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
担
い
手
農
家
へ

の
作
業
委
託
と
な
っ
て
お
り
、
麦
・
大

豆
へ
の
集
団
転
作
が
定
着
し
て
き
て
い

る
」
と
答
え
た
。
 

・
商
工
費
 

　
「
く
ら
が
り
渓
谷
紅
葉
ま
つ
り
の
内

容
と
そ
の
効
果
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
１９
年
１１
月
１０
日
か
ら
１２
月
２
日
ま
で

紅
葉
ま
つ
り
を
開
催
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
１１
月
１８
日
か
ら
最
終
日
ま
で
行
っ

た
。
そ
の
間
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に

豚
汁
、
お
し
る
こ
、
田
楽
な
ど
を
提
供

し
た
。
来
場
者
は
期
間
中
で
約
２
万
４

千
人
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間
中
で
約
４

７
０
０
人
あ
っ
た
。
多
く
の
観
光
客
の

方
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
夏
以

外
の
期
間
で
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
の
魅
力
を
発
信
で
き
た
と
考
え
て

い
る
」
と
答
え
た
。
 

・
土
木
費
 

　
「
東
岡
崎
駅
交
通
結
節
点
基
本
計
画

の
内
容
を
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
駅

前
広
場
用
地
を
東
側
に
拡
大
し
、
六
所

神
社
の
西
側
ま
で
の
約
７
６
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
区
域
と
し
て
、
一
般
車
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
は
す
べ
て
１
階
を
利

用
す
る
。
一
般
車
の
乗
降
場
所
を
東
側

に
新
た
に
設
け
、
タ
ク
シ
ー
は
現
行
の

西
側
、
駅
ビ
ル
は
中
央
部
分
に
配
置
し
、

そ
の
１
階
部
分
を
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

す
る
。
駅
舎
は
線
路
上
に
広
が
る
橋
上

駅
を
考
え
、
改
札
口
及
び
駅
の
南
北
を

結
ぶ
自
由
通
路
を
２
階
部
分
に
設
置
す

る
こ
と
と
な
る
」
と
答
え
た
。
 

・
消
防
費
 

　
「
中
央
防
災
拠
点
機
能
の
整
備
内
容

は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
と
し
て
、
市
内

の
震
度
計
、
雨
量
計
、
河
川
の
水
位
計

の
観
測
情
報
の
集
約
と
、
消
防
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
と
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
の
連
携
及
び
こ
れ
ら
の
大
画
面
確
認

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
、
防
災
啓
発

施
設
制
作
業
務
で
は
防
災
展
示
コ
ー
ナ

ー
の
整
備
を
行
っ
た
。
統
合
型
イ
ン
ト

ラ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
外
部
連
携
機
能
構
築
業
務
で

は
、
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
と
統
合

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
連
携
す
る
ソ
フ

ト
の
開
発
を
行
い
、
気
象
情
報
観
測
シ

ス
テ
ム
雨
量
計
増
設
業
務
で
は
現
在
１１

カ
所
の
雨
量
計
を
１０
カ
所
増
設
し
、
観

測
体
制
を
強
化
し
た
」
と
答
え
た
。
 

・
教
育
費
 

　
「
い
の
ち
の
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
推
進
事
業
の
活
動
状
況
は
」
と
質
疑

が
あ
り
、
「
子
ど
も
が
主
体
と
な
る
活

動
と
し
て
、
多
く
の
学
校
で
い
じ
め
撲

滅
や
人
権
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す
る

集
会
が
開
催
さ
れ
た
他
、
高
齢
者
や
障

害
者
、
異
学
年
や
他
校
、
保
育
園
や
幼

稚
園
と
の
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
家
庭
及
び
地
域
が
主
体
と
な
る
活

動
で
は
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
育
て
、

命
、
生
活
、
食
事
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
し
つ
け

や
親
子
の
絆
づ
く
り
な
ど
へ
の
多
く
の

取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
」
と
答
え
た
。
 

  ・
介
護
保
険
特
別
会
計
 

　
「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
総
件
数
と
職
員
一
人
当
た
り
の
担

当
件
数
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
件
数
は
、
１０
カ
所
の
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
１９
年
度
１
２
３
９
件
あ

り
、
こ
の
他
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

に
委
託
し
た
８
１
９
件
が
あ
る
。
セ
ン

タ
ー
に
は
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
が
１９
年
度
３５
名
配

置
さ
れ
て
お
り
、
一
人
当
た
り
平
均
３５
・

４
件
を
担
当
し
た
」
と
答
え
た
。
 

  ◇
病
院
事
業
会
計
 

　
「
バ
ー
チ
ャ
ル
予
約
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
の
内
容
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
市
医
師
会
の
各
診
療
所
か
ら
市
民
病

院
の
診
療
予
約
状
況
の
確
認
や
申
し
込

み
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
以
前
は

診
療
予
約
を
各
診
療
所
か
ら
電
話
や
フ

ァ
ク
ス
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
予
約
日

の
確
定
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
診
療
所
に
い
る

段
階
で
予
約
状
況
の
確
認
や
申
し
込
み

が
で
き
、
そ
の
場
で
患
者
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
答
え
た
。
 

◇
水
道
事
業
会
計
 

　
「
水
道
施
設
の
耐
震
化
完
了
予
定
時

期
と
工
事
費
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
耐

震
対
策
が
必
要
な
７５
構
造
物
の
う
ち
５５

の
耐
震
化
が
完
了
し
た
。
残
り
の
う
ち
 

１５
構
造
物
は
施
設
更
新
工
事
で
対
応
す

る
。
５
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
２３
年
度

ま
で
に
耐
震
化
工
事
を
完
了
す
る
予
定

で
、
工
事
費
は
３
億
８
千
万
円
を
想
定

し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 


